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た。パックヤードを案内する「裏側めぐり J(10: 40~ 11 : 10、定員10




6月 1日 水族館開設75周年記念イベントとして写真展 r75年の歩みJを、第3水
槽室東側壁画に解説付き写真パネル30枚を掲示して開始した (2006年1月
9日まで)。また紀伊民報に本件の広告を掲載した。






7月21日一8月31日 夏休み特別イベント「解説ツアーj (土・日曜、 8月 12 日 ~16 日を除
く)を教員5名と技術職員2名で実施した。パックヤードを案内する「裏
側めぐり J(10: 40~ 1l : 10、定員10名)と展示水槽を案内する f水槽め























ター交換などの整備を行った。その後、 5月14日、 15日、 8月3目、 11月4
日にも同様に整備した。
3月12日 海水取水井戸内にフクロノリが大量に流入したため、除去した。















5月23日 ポスター掲示用に塩ピ板 (200cmX 100cm、厚さ5四) 7枚を、第2~第4
水槽室の観覧通路壁面に固定した。
6月15日一21日 No.l揚水ポンプを分解・整備し、消耗部品を取り換えた。























11月 l日・ 2日 ボイラーを分解・掃除した。
11月 7日・ 8日 重力式櫨過槽(第1・2水槽棟地下室各循環系統、計10槽)を、逆洗と水
中ポンプからの噴き出しを併用して徹底洗浄を行った。





































































































































































め、間引きをした。内訳は、ホシフエダイ 5尾(全長約45咽) ・ヘダイ 10
尾(全長40~45cm) ・クロダイ 10尾(全長40~45cm) を北浜から放流。
10月21日 403号水槽(i岩礁黒潮の豊かな生物J)で展示動物の入れ替え作業(お
もに0歳魚に更新)を行い、並行して底砂の洗浄など大掃除を行った。
11月 7日ー 23日 ウーデイニウム病が第4水槽棟第2循環系統の魚類に認められたため、
硫酸銅280gを5度投薬した。406号水槽には硫酸銅の影響を受ける軟骨魚
類がいるために、この間は循環系統から切り離し開放式とした。



















































初回 (7月 1 日)が、産卵初日に卵保護を放棄したが、その後は3~5 日間
(平均4.3日)の雄による卵保護が見られた。ただし、この日数は、昨年
(平均5.5 日)や一昨年 (5~8 日)よりも短く、すべて解化まで至ったか
どうか不明。



































片が水族館周辺に飛散した (3月14日にも同様の事態が生じた) 0 4月8
日一18日、修繕工事が業者によって行われた。















6月14日・ 15日 日本動物園水族館協会近畿ブロック第71回飼育係研修会を、 12園館22
名が参加して開催した。 14日は、午後から技術研究発表 (7題)と懇親会
( rかんぼの宿白浜J)を、 15日は、午前中に施設見学を行った。技術
研究発表では、太田 満技術職員が「京都大学白浜水族館における飼育
・展示の工夫」、山本泰司技術職員が「チゴガニの飼育展示J というテ
ーマで発表した。
7月23日 408号水槽(水量11m) 上部から漏水し、観覧通路に浸水した。排水口
のネットをサザナミフグが食い破り、吸い込まれてバルブに詰まったの
が原因。
9月 4日 円月島の北側壁が一部崩落しているのを確認し、白浜町役場に連絡した。
9月 5日一7日 台風14号による波浪警報が出され、県道が通行制限になった。
9月 7日 台風14号による集中豪雨で排水溝から逆流した雨水が、第2水槽棟地階
漉過槽に流入した。さらに漏過槽上部より溢れ出して、連通管ピットに
1. 2mの深さまで溜まったため、水中ポンプによる排水作業を行った。
9月 9日 西回宏記教授(大阪大学理学研究科)研究用のマボヤを翌年も蓄養する
ための水槽設備の打ち合わせを、西田教授・冷却器業者・運搬業者と共
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に第3水槽室作業室で行った。
9月 9日一11日 第1水槽棟屋上防水シートの補修工事が、業者によって行われた(保証期
間内のため無償)。
9月29日 11月8日 第4水槽棟水槽壁上部の亀裂6箇所に、モルタルを流し込む応急処置を
行った。
10月12日ー 13日 第2水槽棟漉過槽室の梁のクラック補修が、業者によって行われた。
10月18日 226号水槽(八面ガラス水槽、水量43.2rrf) の北東側支柱とガラスの境
白から漏水した。また11月29日には、 224号水槽エプロン側亀裂部より漏
水した。いずれもまもなく止った。
10月25日・ 26日 名古屋港水族館(飼育部3名)による採集動物の一時保存のため、第3
水槽棟作業室の水槽設備を一部提供した。
12月18日 水族館設立75周年記念表彰が、京都大学百周年時計台記念館で第2四時
計台対話集会「森と川と海の対話一安心・安全な社会を求めてJ (京都大
学フィールド科学教育研究センター主催)の最後に行われた。表彰者
は、水族館の収集活動に長年にわたり多大な協力をいただいた白浜漁業
協同組合、南部町漁業協同組合と岡本昭生さん(白浜町漁業)の2団体・
1個人。
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